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－8 Ωm とバルクの銀に比べてわずか 3.3 倍という良好な電気特性を確認し、本手法がメタマテリアルの作製に有効で
あるとの結論を得た。 
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に対する透磁率を、1.0 を中心に±3.55 の範囲で制御できることを示している。 
⑵透磁率が 1.0 以外の値をもつ物質においては、光の反射がゼロとなるブリュースター角が S 偏光に対しても発現す
ることを示している。P・S 両偏光に対して同時にブリュースター角を実現する１軸性メタマテリアルを新たに提案
し、空気とガラスの境界面を光が無反射で透過することを数値計算により確認している。 
⑶フェムト秒パルスレーザー光を硝酸銀水溶液中に集光照射し、銀イオンを２光子吸収光還元することで、３次元的
金属構造体を作製する手法を提案している。そして、本手法を用いて、バルク体に匹敵する高い導電性を有するマイ
クロオーダーの３次元銀構造の作製に成功している。 
⑷⑶で開発した手法を用いて、銀のロッドペアを２次元アレイ化したメタマテリアルを作製し、このロッドペアアレ
イと入射磁場との相互作用に起因する、600 cm－1 付近における磁気応答の測定に成功している。さらにこの実験結
果が、作製したロッドペアアレイをモデルに行なった数値解析結果と一致することを確認している。 
 以上のように、本論文では、金属ナノ構造でできたメタマテリアルが示す磁気応答の解析を行ない、そこで得られ
た知見を光学素子へ応用し、さらにメタマテリアルの作製技術の開発、および磁気特性の実験的検証を通して、光周
波数領域において磁気応答を示す人工物質を創製できることを示したものであり、応用物理学、特にナノ光学に寄与
するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
